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1.はじめに
日本の女性の働き方は，学校卒業後に就職し，第
1子出産を機に約7割の女性が離職し子育てが一段
落して再就職するという就業形態が一般的とされて
いる1。厚生労働省「パートタイム労働者総合実態
調査」（2006年）によると，子育てが一段落したと
考えられる35歳から44歳のパート労働者の性別比
率は男性が 9.5％ に対して女性は 90.5％ と，女性
比率が圧倒的に高い。これは子育て後の既婚女性の
再就職の機会がほとんどパート労働に限られている
ことを示している。
ではなぜ，既婚女性は再就職に際して正社員では
なく，パート労働を選ぶのだろうか。理由の第1は，
長い間仕事から離れていたために，正社員になるス
キルが不足している，第2に，社会に出るための自
信が欠如している，第3に，近年の就職困難な状況
のなか，就職活動の方法がわからない，などが考え
られる。では，これら3つの状況が解消されれば，
既婚女性は，より良い条件で希望する職業に再就職
する可能性が広がるのだろうか。
本稿の目的は，既婚女性の再就業を円滑に進める
ために，このような3つの理由を解決するべく，政
府が行った既婚女性のための「再チャレンジ支援事
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1 厚生労働省「第1回21世紀出生児縦断調査」（2001）によると，出産1年前の女性の有職者は73.5％であるが，こ
の有職者が出産半年を経過すると67.4％の女性が無職となり，出産を機に女性の約7割が仕事を中断する。
業」に選定されたS女子大学に焦点を当て，再チ
ャレンジ支援講座修了者の状況等を分析して，今後
の再就職支援事業の課題を明らかにすることである。
2.女性の再チャレンジ支援講座の概要
2006年の安倍晋三内閣発足後，本格的に進めら
れた「女性の再チャレンジ支援プラン」（内閣府，
2006）はそのポイントを，「子育てや介護等により
いったん離職した女性に対し，希望に沿った再就職
起業の実現など魅力ある再チャレンジの道を開くこ
とは，男女がその個性と能力を十分に発揮できる男
女共同参画社会を実現していく上で重要であるとと
もに，安心して子育てできる環境づくりという点で
少子化対策にも貢献する」（内閣府，2006）と述べて
いる。政府がこのプランに資金を投入する意図は以
上のように少子化が大きな理由となっている，と考
えられる。
この支援プランを具体化した事業である「社会人
の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」（文部
科学省，2007）には，「子育て等により就業を中断し
た女性」「ニート，フリーター」が対象であり，「単
なる公開講座ではなく，学び直しのために体系的に
構築」され，「大学等における教育研究資源を生
かした教育プログラムである」ことが明記されてい
る。これらは再チャレンジを希望する女性に対して，
就業等を視野に入れた学習能力開発の充実を図る
ことが特徴的であり，単なる「習いごと」ではない
のである。実際に講座を推進する機関は大学，専門
学校，独立行政法人国立女性教育会館，放送大学と
多岐に亘るが，就業を視野に入れた教育内容，就職
活動のノウハウなど，教育研究資源や職業教育機能
を備えている「大学」「専門学校」である。
文部科学省は大学，短期大学，高等専門学校を対
象に，このプログラムへの応募を募り，2007年度
と2008年度の2年間で応募校数は465校，実際に
選定されたのは160校で，採択の倍率は2.9倍に上
った。選定校のうち「女性の再チャレンジ支援事業」
を課題として採択されたのは27校（5.8％）であっ
た。再チャレンジ支援事業の実施は2007年度から
2009年度に亘って実施された。その間にそれぞれ
の学校のプログラムに沿って期間が定められた。
女性の再チャレンジ支援事業の対象となる27校
の職種は，看護師，医師，薬剤師，助産師，獣医師，
教員，保育士，幼稚園教諭，研究者などで専門職対
象が22校に上る。特に多いのが「看護師」を対象
とした講座7校である。
特定の資格職種に限定せず，受講対象を幅広く設
定しているプログラムは，京都大学，昭和女子大学，
日本女子大学，神戸女子大学，関西学院大学の5校
と極めて少ない。さらに受講にあたって学歴条件
選抜試験等のない再チャレンジ支援講座は昭和女子
大学（東京），神戸女子大学（兵庫）のみである。よ
って，何ら資格も有しておらず，結婚，出産で就業
を中断した女性が学べる講座は昭和女子大学と神戸
女子大学の2校に限られ，その意味では女性の再チ
ャレンジ支援事業の採択校は内容的にも，地理的に
も多くの女性に開かれたプログラムであるとはいえ
ない。
3.S女子大学女性の再チャレンジ支援講座の
特徴と受講者
表1では，女性の再チャレンジ支援講座を実施し
た5校の特色をまとめた。そのうち京都大学，日本
女子大学，関西学院大学の3校は学歴選抜試験等
で受講生を絞っていた。京都大学は明確な学歴条件
を記していないが，事業計画書，学歴，経歴を評価
し受講者を選抜することや，京都大学経営管理大学
院の現役教員，第一線で活躍している起業家による
講座シラバスからして一定のキャリアが要求される
と考えられる。他方，昭和女子大学は応募者から抽
選で選考，神戸女子大学は応募者多数の場合は応募
理由を参考に選考とあるが，正社員，常勤社員以外
の多くの女性に応募資格があることから，この2校
は受講生を広く募集していたといえる。
本章は筆者の一人宮野が自ら参加した， S女子
大学女性の再チャレンジ支援講座に焦点を当てる。
受講することで報告書やホームページでは知ること
のできない，参加者の視点からも論ずることが可能
となった。尚，宮野は全課程を受講し修了した。
S女子大学の再チャレンジ支援講座は，文部科学
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表1 5大学の再チャレンジ支援講座の特徴
講座名 対象者と人数 講座内容期間 料 金 託児所の有無
京都大学
「女性起業家プロ
グラム」
2007年度選定
起業により新しい可能
性を切り開きたい女性
起業を考えているが，
まだ踏み出せずにいる
女性 募集人員 15名
選抜方法→事業計画書，
学歴，経歴から評価
（書類選考）
先輩女性起業家による体験
談，京大講師による事業プ
ランマーケティング資
金計画の講義 1泊 2日
（金曜日土曜日）の集中
合宿，全6回12日間
受講料無料（別途
宿泊研修の実費
10万円）
無
昭和女子大学
「元気にママチャ
レ！」
2007年度選定
さまざまな理由から一
度退職した女性で，も
う一度仕事がしたいと
考えている方。40名
定員 選抜方法→抽選
キャリア入門科目キャリ
アスキル科目ビジネス専
門科目全11週週2日
5,000円（書籍代
別途）
有有料 要予約
世田谷区委託事業保
育施設のため，利用
は区民に限る。
日本女子大学
「リカレント教育
課程」
2007年度選定
大学卒業後に就職して
も育児や夫の転勤，あ
るいは自分の進路変更
などによって離職した
女性で4年制大学卒業
者。 定員30名 選抜
方法→書類審査，英語，
パソコン入力テスト，
面接で合格した者が受
講を許可される。
必修科目の英語特訓科目，
ITリテラシーの「キャリ
アスキル科目」と，選択科
目である企業会計，簿記，
金融リテラシー，消費生活
アドバイザー講座などの
「キャリア形成科目」と，
選択必修科目の学科の講義
から履修する「キャリア基
礎科目」と大きく3つに分
けられる。1科目は週2時
間1学期で終了し，2単位
修了要件単位は28単位
入学金10,000円
7科目 14単位の
受講料12万円
有有料
学内に設置 要予約
神戸女子大学
「フリーターニ
ート主婦のための
再チャレンジ支援講
座」
2007年度選定
子育てが一段落した主
婦学生時代に就職活
動をせずフリーター，
ニートとなっている女
性母子家庭で経済的
に自立したい女性。定
員 40名 ただし正社
員，常勤社員は応募不
可。選抜方法→応募者
多数の場合は応募理由
を参考に選考
キャリア教育パソコン技
能教育 全33コマ49.5時
間，6週間
7,000円（全て含
む）
母子家庭受講者は
無料
無
関西学院大学
「再就職起業を
目指す女性のための
ハッピーキャリア支
援プログラム」
2008年度選定
結婚や出産，介護，配
偶者の転勤などの理由
で離職して再就職起
業を目指している大卒，
もしくは同等の学力を
有する女性。
30名 選抜方法→書
類選考
再就職，起業，NPO設立
に必要なスキル科目実践
的な就職活動をサポートす
るフォローアッププログラ
ム14単位6カ月履修
5万円（経営戦略，
現代ファイナンス
入門は1科目別途
2万円）
有り有料 要予約
出所）各大学の文部科学省委託事業「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」に対する委託業務成果報告書及び各大学
の講座募集ホームページに準じて筆者作成。個別資料は引用文献に掲載した。
省の助成を受けて，1セメスター約6カ月に亘るプ
ログラムが，2007年10月1日から2010年3月31
日にかけて5期開催された（6期目以降は，助成を受
けない一般講座の形式で，継続して開講中）。募集は主
にS女子大学のホームページや，タウン誌，地元
新聞，S女子大学同窓会のメールマガジン，区報を
通して行われた。募集の手段はホームページやメー
ルマガジン以外，地元紙であるため，5期の受講者
総数167人中77人（46.1％）がS女子大学の所在地
の世田谷区民である。次いで世田谷区を除く東京都
民は65人（38.9％）と，多くの受講生が大学の近隣
住民であることがわかる。受講者の年齢分布は30
歳代後半から40歳代前半が半数以上を占め，子育
てから手が離れた年齢層の女性に再就職の希望が集
中している。
4.受講修了者への「独自アンケート」から
みた「S女子大学講座」の支援効果
（1） アンケート調査の概要と分析
1） 調査の目的
本調査は，文部科学省の委託事業「社会人の学び
直しニーズ対応教育推進プログラム」で採択された
S女子大学の「女性の再就職支援プログラム」に参
加した女性を対象に，受講生の意識やニーズなどを
調査し，受講生全体の傾向や意識を把握することを
目的とする。さらに詳細を分析するために続いてイ
ンタビュー調査を計画しているが，本アンケート調
査はその聞き取り項目を明確にするための予備的役
割を担っている。
2） 調査方法と回収率
調査票は，2009年4月1日から同年9月30日の
第4期生，2009年10月1日から2010年3月31日
の第5期生それぞれの，最終授業日の1週間前から
最終授業日の間に配付回収された。自記留置法に
より回収した。調査票は大きく3項目「プロフィー
ルについて」「就業に関するニーズ」「講座について
のニーズ」に分け，計17の設問からなっている。
配付回収数は，下記のとおりであった。
第4期生，第5期生を対象に，配付数60部，回
収数41部で回収率は68.3％であった。
（2） 調査協力者のプロフィール
調査協力者の約4割強が「世田谷区」在住であっ
た。東京在住に広げると約8割を占めた。年齢は
30歳代後半から40歳代前半で8割強を占めた。最
終学歴は「大学卒」「短期大学卒」を合わせると9
割で，高学歴者の割合が高い。41人中39人に配偶
者がおり，有配偶率は9割強である。配偶者の職業
は「民間企業の雇用者」で7割を占めた。調査協力
者の8割強に子どもがあり，子どもの数「1人」な
いし「2人」がそれぞれ4割であった。女性たちの
現在の就業の有無と就業形態をみると7割弱の28
人（68.3％）が「無職」で最も多く，「パートアル
バイト」が6人（14.6％）という分布であった。何
らかの形態で就業している者は12人（29.3％）であ
った。就業している女性のうち，もっとも多い職種
は「事務職管理職」「販売サービス系」でそれ
ぞれ3割強であった。
世帯年収は「1000万円以上 1500万円未満」が
31.7％と最も多く，次いで「700万円以上800万円
未満」が19.5％，「600万円以上700万円未満」が
14.6％，「500万円以上600万円未満」が7.3％であ
った。総務省統計局「家計調査」（2010年）による
と，勤労者世帯（全国）の年間平均実収入は566万
円であり，受講者の世帯年収は全国平均と比較して
も高いことがわかる。
調査協力者に就業経歴について尋ねた。その結果，
職務経験について最も多いのは「学校卒業後，正社
（職）員で就業，結婚または出産，育児で退職し，
短時間雇用で再就職した」が16人（39.0％）である。
次いで「学校卒業後，正社（職）員で就業し，出産
育児で退職した」が9人（22.0％）であった。
調査協力者の就業経歴を，全国の女性の「M字
型労働力率カーブ」2と比較すると，受講者の場合
も同様の傾向がみられる。一度，労働市場から退く
と，正社員として就業を継続するのはさまざまな理
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2 女性労働者の年齢階層別の労働力率（15歳以上人口に占める労働力人口の割合）をグラフに表すと，30歳代後半
をボトムとするM字カーブを描くことから，女性労働者の働き方をM字型就業カーブという。
由から難しい状況にあること，退職後，再チャレン
ジして再就職した場合でも，短時間労働を選択する
ということが示された。
（3）「講座」の就業ニーズと希望する学習研修
今回の調査協力者に（以下，S女子大学のプログラ
ムへの受講者であることから受講者とする）今後のライ
フプランについて尋ねたところ，最も多い回答は
「家事育児をしながら何らかの形で就業をしたい」
が31人（75.6％）であった。「仕事に重点を置いて
就業したい就業を継続したい」はわずか 9人
（22.0％）に過ぎなかった。これは受講者の多くが，
仕事と生活のバランスを保ちながら就業したいと考
えていることを示している。
就業する目的（複数回答）についての上位は「生
きがいを持ちたいから」が24人，「自分で自由に使
える収入を得たいから」が16人，「子育てが一段落
し，社会とのつながりを持ちたいから」が15人と
なっている。一方，「家計が苦しいから」という経
済的理由をあげた者はわずか1人にすぎない。
生きがいや，社会とのつながりなど，自己実現の
ために仕事を持ちたいと希望していることがわかる。
また，調査協力者のプロフィールで指摘したよう
に，受講者の世帯年収は相対的に高いにもかかわら
ず「自分で自由に使える収入を得たいから」と答え
た者が2割いたことは興味深い。これは世帯年収が
高いということと，妻の自由になるお金との関連性
が必ずしも直接的ではないことを示している。なぜ，
世帯年収の高さが妻の自由になるお金を保障しない
のか，詳細はわからない。これらはインタビュー調
査で明らかにする。
次に，今後の希望する働き方を尋ねると，「パー
トアルバイトなど短時間雇用で働きたい」が14
人（34.1％）と最も多く，次いで「パートアルバ
イトで働いた後，正社員として働きたい」が9人
（22.0％）であった。働く時期を尋ねたところ「すぐ
働きたい」と答えた女性は7割強と突出して高く，
職種についての回答は「事務職管理職」の17人
（41.5％）が最も多く，次いで「クリエイティブ系」
が6人（14.6％）であり，パートアルバイトで，
すぐに働きたいという，事務職希望者が多い結果と
なった。
就業にあたって女性たちが希望する学習研修は，
「OAコンピューターの研修」が10人（24.2％）に
集中している。これら以外の学習研修へのニーズ
も「自己表現の方法やコミュニケーション能力の向
上のための研修」，「職業に関する専門的な知識技
術技能に関する学習」，「職務経歴書の書き方や面
接対策に関する講座など」を希望する者が6～7人
（14～18％）いた。
一方，「マネジメントに関する研修」，「管理職や
専門職にキャリアアップするための研修」へのニー
ズは全般に低調である。これは，人材を育成したり，
指導する立場の仕事を希望するものが少ないという
傾向を示している。
5.受講修了者のインタビューから捉えた
支援効果
（1） インタビューの概要
前節の「再チャレンジ支援講座受講者のアンケー
ト調査」の結果から，受講生は短大，大学卒業以上
の高学歴の女性が9割で，結婚，出産，育児を機に
退職した者が6割，現在の職業は専業主婦またはパ
ートアルバイト勤務が8割強で，家計収入が全国
平均より高いということが明らかとなった。また再
就職の目的は「生きがい」や「自由に使える収入を
得たい」，「社会とのつながりを持ちたい」が上位に
あがった。
再就業の職種としては「事務職管理職」を希望
する者が4割を超え，短時間雇用を希望するものが
最多となった。さらに，世帯年収が高いということ
と，妻の自由になるお金との関連性が必ずしも直接
的ではないこと，また必ずしもフルタイム勤務を希
望していないことがわかった。
しかし，この調査から「妻の自由になるお金」の
使い道の詳細や，現在の働かない（働けない）理由，
フルタイム勤務を希望しない理由などは把握できな
い。これらの疑問を解決するために，受講者へのイ
ンタビューによる詳細な聞き取りを行った。
アンケート調査で尋ねた再チャレンジ講座受講後
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の進路については，講座終了時であるため，修了者
のその後の進路については調査されていない。これ
はS女子大学だけでなく，他大学の再チャレンジ
講座の場合も共通している。しかし，その後の進路
を明らかにすることは，受講内容が「実際の就職に
どう結びついたか」や，「就業に役に立っているか」
など，講座の成果や問題点を明確化し，受講者にマ
ッチした学習，研修の内容，これからの再チャレン
ジ講座のあり方を分析する上では重要事項である。
本稿は，独自の「アンケート調査」の結果を念頭
において，さらにインタビュー調査を加えて，既婚
女性の再就業の実情を捉えた。
（2） インタビュー協力者のプロフィール
インタビューの対象者は，メールアドレスを S
女子大学講座事務局に登録した再チャレンジ講座の
修了生である。修了生に対しS女子大学事務局の
担当者に依頼し，2回に亘り「インタビュー調査協
力者の募集」メールを送信した。1回目の送信は
2011年5月にアドレス登録した修了者全員を対象
に行い，2回目の依頼メールは2011年6月現在，
専業主婦とパートタイマーとして就業している者を
対象に送った。
その結果，協力の申し出を受けて，インタビューを
実施した対象者（以下，協力者と呼ぶ）は10名である。
協力者は30代が2名，40代が8名で，全員が既
婚者で，子ども「あり」が9名，「なし」が1名で
あった。最終学歴は「大学院卒」が1名，「大学卒」
が6名，「短大卒」が2名，「専門学校卒」が1名で
あった。勤務状況は「パート，非常勤」が4名，
「会社経営，自営業」が2名，「フリーランス」が2
名，「正社員」が1名，「専業主婦」が1名であった。
インタビュー方法は，あらかじめ大まかな質問事
項を決めておき，協力者の回答に沿ってさらに詳細
を尋ねていく半構造化インタビュー法を用いた。
「インタビューで得た個人が特定できる内容や，名
称等は漏洩しない」という書面を交わし録音の承諾
を得た。面接時間は一人約60分だった。面接対象
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表2 インタビュー協力者のプロフィール
職業と年齢 学歴と資格 子どもの年齢 夫の職業 世帯年収（万円） 実家の所在地
A
専業主婦 40代前半 大学卒 14歳
10歳
会社員 600～700 妻 大阪
夫 大阪
B
会社経営（商社）31歳 大学卒 4歳
2歳
会社経営
（代理店）
1,200以上 妻 大阪
夫 大阪
C
大学非常勤事務 44歳 大学卒 8歳 会社員 1,000～1,100 妻 千葉
夫 練馬区
D
パート（家事代行業）
40歳
大学卒 ファイナンシャ
ルプランナー
7歳
9歳
会社員 無回答 妻 大阪
夫 
E
正社員（マーケティング
リサーチ） 30歳
大学院卒 TOEIC785
中国語検定2級
4歳 大学院生 300～400 妻 横浜市
夫 埼玉県
F
フリーライター 45歳 大学卒 社会福祉士 15歳
11歳
会社員 1,000～1,100 妻 長崎
夫 長崎
G
パート（事務） 49歳 短大卒 英検1級中国
語検定2級
15歳
12歳
会社員 1,200以上 妻 横浜
夫 千葉
H
自営業 45歳 専門学校卒 なし 自営業 700～800以上 妻 埼玉
夫 千葉
I
主婦（イラストレーター）
47歳
短大卒 教員免許（中学
美術2種）英検3級
5歳 コンサル
タント
500～600 妻 名古屋
夫 名古屋
J
主婦（パート勤務）
46歳
大学卒 13歳
18歳
銀行員 1,200以上 妻 横浜
夫 目黒区
者の詳細は表2のとおりである。事例の並べ方はイ
ンタビューを実施した順となっている。
（3） インタビューから捉えた「支援効果」
インタビューでは，「新規学卒時からの就業状況
と環境」と「S女子大学再チャレンジ支援講座の受
講とその後の進路」について尋ねた。その結果の一
部をまとめたものが表3と表4である。なお，質問
項目のうち1）新規学卒後の就業経験，2）結婚，
出産のプロセスと就業中断，3）周囲からの支援状
況と夫の考え方，4）仕事についての考え方や希望，
働く理由，は表3に，5）再チャレンジ講座を受講
するきっかけ，6）再チャレンジ講座の受講が就職
活動に役立ったか，7）再チャレンジ講座の受講が
実際の就業に役立ったか，8）修了直後から現在の
進路，9）講座への提案など自由回答，は表4に記
した。
1） 就業に影響する要因
表3から就業のプロセスを確認すると，2）で示
したように，Aさん，Cさん，Dさん，Iさん，J
さんは共に結婚，出産を機に退職をしている。この
5人に共通していることは，3）で示したように，
女性が働くことについて夫が消極的であったり，子
育てしながら働くことに職場の理解が得られず，
「家事は女性がやるもの」という思いが非常に強い。
Aさんの夫は「家事，育児は女性がするもの」と
考え，実際に家事をやらない。Cさんの夫は「女性
は仕事をバリバリするものではない」という考えが
根本にあり，あまり家事をしない。Dさんの夫は
まったく家事，育児をせず，「家事，育児は女性の
役目」と思っている。また，Iさんの夫も家事には
協力的でない。Jさんは結婚の条件が「専業主婦」
であることだった。現在は短時間のパートに出るこ
とを許しているが，「家事」は完璧にすることが条
件であると言う。
結婚，出産で退職した妻の思いは，夫の「専業主
婦希望」とは異なっている。Aさんは「今思うと，
続けたかった」。Cさんは再就職活動で苦戦した経
験から，「すぐ再就職できると思っていた。その後
の就職活動で，継続していたら」と後悔している。
Dさんは子育てがハードであるため，就業は困難
な環境ではあるが「後になって続けていればよかっ
たと後悔」と話していた。一方，家事，育児に協力
的でない夫を持つAさん，Cさん，Dさん，Iさん，
Jさんと対極なのは，就業を継続しているHさん
である。Hさんは結婚後も結婚前と同じ仕事に就
き，「夫は家事をしてくれる。妻が働くことが，夫
は普通だと思っているので，結婚してもとりたてて，
仕事については何も言わなかった」と話す。妻が就
業継続を希望していても，仕事を継続できるか否か
は，夫の考え方や，家事への参加度合いが大きく関
わってくることがわかる。Iさんは，現在は「夫は
私が外で仕事するのは歓迎というスタンス。しかし，
家事，育児は全面的に妻がやるという条件」という。
すなわち，夫は妻が仕事をすることは賛成だが，あ
くまで家事，育児は妻の仕事という考えである。
また4）で示したように自分が働いて得たお金の
使い道については，Aさんが「子どもの教育費」，
Eさんが「生活費」，Gさんが「マイホーム購入と
子どもの私立中学の費用」と3人とも，家族のため，
子どものために使われることが明らかとなった。一
方，Jさんは夫が家計を握っているために，自分の
自由になるお金は夫に承諾がないともらえない。そ
のため，「食事に行ったり，映画を見たり自由にな
るお金がほしいため」という理由で，パートに就い
ている。
興味深いのは給与の使い道はさまざまであるが，
インタビュー対象者 10人の中でも世帯年収が
1,200万円以上と一番高いJさんが，「自分の自由
になるお金」を理由にパートに就いていることであ
る。これは世帯年収が高いことが妻が自由になるお
金を保障するとは限らないことを示しており，世帯
収入の使途は，夫婦の力関係やジェンダーバイアス
によって大きな影響を受けていることがわかる。
インタビューからは，妻が働くことへのハードル
は「家事育児」はもちろんであるが，一番のハー
ドルは「夫」であることが明らかとなった。夫の理
解度，協力度で，妻の就労との関わり方が180度変
わってしまう。
新規学卒から就職，結婚，出産，退職，再就職な
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どを経た女性を総体として捉えればM字型就業カ
ーブに当てはまる女性が多数である。しかし，イン
タビューの語りから，生活に焦点を当てると，それ
ぞれの考え方，環境が異なっているため，M字型
就業カーブではみえない部分が明らかになった。そ
れぞれ置かれた立場が違う女性たちが，S女子大学
の再チャレンジ講座を受講するきっかけや目的は多
種多様である。
2）「受講」効果と進路
表4から，S女子大学の再チャレンジ支援講座の
なかで，6）の就職活動に役立った講座として，筆
頭にあがっているのは，キャリアプランニングゼミ
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表3 新規学卒時からの就業状況と環境
1）新規学卒後の
就業経験
2）結婚，出産のプロ
セスと就業中断
3）周囲からの支援状況と
夫の考え方
4）仕事についての考え方
や希望，働く理由
Aさん 大学卒業後，建設会社
の総務で5年経験。
妊娠を機に，28歳
で退職。継続するこ
とを，職場や夫に理
解されなかった。
夫は家事，育児は女性がするも
のという思いが強く，実際に家
事，育児はやらない。
出産で辞めた会社を今思う
と続けたかった。子どもた
ちの教育費のために働きた
い。
Bさん 大学卒業後海外短期留
学，商社勤務経験後，
結婚。25歳で起業。
26歳で結婚，出産。
起業は継続。
夫も経営者で多忙。家事，育児
の協力はほとんどなし。
仕事は自分自身そのもの。
これからも続けていきたい。
Cさん 大学卒業後，正社員で
銀行の営業職に就く。
勤続8年。
30歳で結婚退職。
その後，貿易事務を
5年経験。
女性が仕事をバリバリするもの
ではないという考え。家事，育
児はしない。
結婚退職してもすぐ再就職
できると思っていたので，
辞めたことを後悔。一時仕
事に就いたが中断。仕事を
している自分が好き。
Dさん 大学卒業後，航空会社
の地上職に3年就く。
結婚を機に3年で退
職。
家事，育児は女性の役目という
考え方。
後になって仕事を続けてい
ればと後悔。社会と接して
いたい，自分の力でお金が
稼げるのがうれしい。
Eさん 大学卒業後，航空会社
の地上職に正社員で勤
務。通信制大学院修了。
出産と大学院修了を
機に3年で退職。出
産後にすぐ就職。
大学院生の夫は家事，育児に協
力する姿勢がないが，妻が働く
ことは賛成。
夫が大学院生のため，自分
の収入で家族が生活。現在
妊娠中。
Fさん 大学卒業後，正社員で
M電機に入社。1年で
編集プロダクションに
転職。
結婚を機に，正社員
からアルバイトに変
更。2人目の妊娠で
退職。
働くことに大賛成。家事もまめ
にやるタイプ。
無回答
Gさん 短大卒業後，正社員で
T自動車の調査部で3
年。ロンドンに1年留
学後，外資系格付会社
に3年。
結婚後，夫の赴任先
のロンドンに移住。
ロンドンで職に就く。
夫は海外生活が長いので，家事，
育児は妻がするものだという固
定観念はないが，実生活は多忙
なため家事，育児はしない。
マイホーム購入や，子ども
の中学受験にお金が必要で
パートに就く。時給は900
円。いずれは英語を使う仕
事に就きたい。
Hさん 専門学校卒業後，正社
員でデザイン事務所に
勤務。
結婚後勤続 16年で
退職した。
妻が働くことが普通だと考えて
いる。家事も協力的。
無回答
Iさん 短大卒業後，アルバイ
トで広告代理店。のち
正社員で広告代理店勤
務。
体調が悪く，妊娠を
機に美術館のパート
を4年で退職。
「家事は女がするのが当たり前」
という考えのため，まったく家
事，育児はしない。
仕事は生活のためではなく
「達成感」のため。
Jさん 大学卒業後，信託銀行
の営業事務を2年。
結婚を機に信託銀行
を退職。
結婚の条件は「専業主婦」であ
ること。妻に「家事の完璧」を
求める。家事，育児もまったく
せず，電子レンジさえも使えな
い。生活費は夫管理。妻には必
要な分だけ渡している。
生活費は夫が握っているた
めに，自分に使うためのお
金をもらうのが，心苦しい。
ストレスのたまらない仕事
で，月1～2万円だけ働け
ればそれでいい。
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表4 S女子大学再チャレンジ支援講座の受講とその後の進路
5）講座を受講するきっ
かけ
6）受講が就職活動に
役立ったか
7）受講が実際の就業
に役立ったか
8）修了直後から
現在の進路
9）講座への提案など
Aさん いずれパートで働きたい
と思った。子どもたちの
教育費を考えると，働き
たいと思う。
パソコンを受講したが，
直後だったらモチベーシ
ョンが上がったが，時間
が経ってしまって，今は
忘れてしまった。キャリ
アプランニングセミナー
は，その時はよかったけ
れど，離れてしまったら
パワーが切れた。
無職。 専業主婦。講座修了
時に紹介された，派
遣会社の研修に申し
込んだが，抽選で落
ちてしまった。その
後のフォローがなく，
どうしていいかわか
らず，就職活動は行
っていない。
最初はパートで，徐々
に増やしてからフルタ
イムに移れればいいと
思う。しかし，どのよ
うな仕事をしたいか，
具体的には思いつかな
い。
Bさん 出産後，仕事もどっちつ
かずで，挫折感を味わう。
講座に参加することで，
「考える時間」が得られ
ると思った。
講座受講前から起業して
いる仕事を続けている。
授業の内容は，仕事に
直結していない。しか
し女性経営者の先生方
と話す機会や，受講者
との交流がよかった。
先生から「休むことも
選択」と助言され，ず
いぶん楽になった。
パートタイムの登録
制のオーガニックコ
スメのショップを開
いた。ママ同士なら，
子どもが病気になっ
ても，同じ気持ちを
共有しているために，
快く替わってもらえ
たりするので，ママ
には働きやすい環境
ができる。とても成
果がでている。
受講生は大人なのだか
ら，講座に頼らず，自
分で就職を探せばいい
と思う。しかし，修了
後，まったく交流がな
いので，座談会などの
集まりを企画してほし
い。
Cさん 貿易事務を5年も経験し
ているのに，面接すらひ
っかからない。転職の難
しさを痛感した。やっと
面接までいけても，残業
ができないと言うと，い
い顔はされず，落とされ
た。そんなことがきっか
けで受講してみようと思
った。
パソコン，英語を受講し
たが，直接就活には役に
立たなかった。
現在の仕事に講座内容
はまったく生かされて
いない。レベルが低い。
しかし，現在の職場の
採用面接では，「女性
のキャリア」を研究し
ている機関だったので，
セミナーのことを深く
聞かれて，興味を持っ
てもらえた。採用され
るポイントであったと
思う。
大学の非常勤事務職
員。
受講生は無理して働く
必要のない人が多かっ
たので就業希望意識は
低い。他方，キャリア
アップゼミナールはす
ぐに働きたい人向けで
意識レベルが高い。
Dさん 下の子が小学校に上がる
のを機に，働くことを考
えた。夫に内緒で，ファ
イナンシャルプランナー
を取得し，ネットで募集
していた国税局や税務署，
金融関係のパートに応募
するものの，まったく採
用されず，受講すれば就
職するきっかけになると
思った。
モチベーションが高まる。
講師からのアドバイスで
就活の方法を教えてもら
い，人手の足りない職種
「家事代行業」を勧めら
れ，採用が決まった。
家事代行業なので，受
講内容と直結していな
い。
現在も家事代行業で
働いている。夫は働
くことにいい顔はし
ないので，内緒にし
ている。
講座修了後，なんとな
く終わってしまい，自
分から動かないと，受
講者同士や大学との縁
が切れてしまうのが残
念。
Eさん 職場でお母さんをサポー
トする事業をしていたの
で，好奇心から申し込ん
だ。
キャリアプランニングゼ
ミナールは，最後の発表
が刺激になり「がんばろ
う」という気持ちになっ
た。一番よかった点は受
講生と話せたこと。
「DTPを学ぶ」を受
講したが，仕事で使う
機会はまったくない。
受講修了後，正社員
として勤務。雇用保
険もあり，給与が安
定して入るので，頑
張れる。子どもがい
るという甘えがなく
なる。給与は大事。
受講生にお金に困って
いる人はいないと思う。
現実には，独身時代と
同じ仕事には就けず，
セレブママを満足させ
るような仕事はない。
マッチングしないなら
やらない，というのが
仕事と結びつかない理
由だと思う。よって教
養を磨く講座を求めて
いると思う。
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5）講座を受講するきっ
かけ
6）受講が就職活動に
役立ったか
7）受講が実際の就業
に役立ったか
8）修了直後から
現在の進路
9）講座への提案など
Fさん 夫は結婚してもそのまま
会社勤務を続けているの
に自分だけが子育て，家
事をしてきたため。将来，
自分は基礎年金しかもら
えない。不条理。「だっ
たら好きなことをやろう」
と発想を転換。「税金を
納める高齢者」を目指し，
応募した。
出会いと人脈が役に立っ
ている。講座の講師の先
生に「福祉に興味がある」
と話したところ，福祉の
専門学校に入る選択肢を
提案された。社会福祉士
の勉強をするために，夜
間の専門学校に入学した。
その後，社会福祉士の国
家試験に合格し，資格を
取得。
福祉施設の求人に応募
したが，現場経験がな
いために，採用に至ら
ず。
現在は，福祉に関連
する何かを経営した
いと思っている。
講座に参加して，考え
方が広がった。講座が
終わって，その後のつ
ながりがないのが残念。
Gさん 就職したいと思っていた
が，17年のブランクが
あり，働く自信もなく不
安だった。どう就職活動
していいかわからなかっ
た。S女子大学の講座が
テレビに出ていて，行け
ば就職できそうな気がし
た。レールに乗って就職
できると思った。
履歴書の書き方は実践的
なのですぐ使える。面接
は受講後，さらに「東京
しごとセンター」で面接
講座を受講した。キャリ
アプランニングゼミナー
ルは長い目でみれば，役
に立つかもしれないが，
すぐには役には立たない。
働く心構えにはいい。
講座内容のワード，エ
クセル，パワーポイン
トのレベルでは，仕事
に使えず，修了後に
「東京しごとセンター」
でパソコン講座を受講
して，レベルアップし
た。
現在の会社は事務職。
今まで，ワード，エ
クセルを使えなかっ
た。会社では使い方
を教えてくれない。
使い方を知っている
ものだと思っている
ので，知っているの
が当たり前のように，
進む。
S女子大学のファシリ
テーターは高根の花。
もっと頑張れば，「自
分もこうなれる」と思
えるようなロールモデ
ル的なキャリアカウン
セラーが必要。
Hさん 自分にはデザインスキル
はあるが，一般社会のビ
ジネスキルが欠けている
のではと考え，社会人と
しての基礎を習いたいと
思った。特に事務職につ
いてのスキルアップを目
指したかった。
キャリアプランニングゼ
ミナールを受講して「自
分の軸」を持つことがで
きて，それをヒントに畳
の仕事のビジョンが見え
てきた。自分の描いてい
た通り，進もうと思える
ようになった。
受講前の仕事を継続。 デザインの仕事が中
心。
無回答
Iさん 産前産後寝たきりだった。
寝ていても仕方ない，外
に出るきっかけを作らな
いと，このまま寝たきり
になりそうで，受講を決
意。とにかく元気になり
たかった。
紹介されたパソナのイン
ターンシップに登録。5
日間，ワード，エクセル，
パワーポイントをパソナ
で覚えた。パソコン入力
の仕事で1,600円の時給
だった。お金をもらって，
さらにパソコンが勉強で
きるのは魅力的。受講で
習得した内容では，パソ
ナでは使えず，特にパワ
ーポイントができず，さ
らにパソコン教室に通い，
レベルアップした。
ボランティアや，コミ
ュニティーカレッジで
の講師をしている。講
座で習ったパワーポイ
ントを使って発表でき
るようになった。
B区の区立幼稚園で，
仕事を理由に子ども
を 17時まで預かっ
てもらっている。A
区のコミュニティー
カレッジで，切り絵，
イラストを教えてい
る。
資金調達をして，街の
らくがきを消して，そ
こに絵を描くことをし
たり，子育てを生かせ
る絵本を作成したい。
基本は主婦の仕事を大
切にしたい。子どもが
生まれたことで，いろ
いろな世界が広がった。
Jさん S女子大学で働く友人の
薦めでとりあえず申し込
んでみた。働くことへの
意識を学びたいと思った。
パソコンの基礎講座と
DTPを取ったが，自分
には難しかった。使わな
いのですぐ忘れてしまっ
た。キャリアプランニン
グゼミナールは先生方が
素敵。到底自分はなれな
いけど，元気になった。
受講前はパソコンに触
ったことがなかったが
キーを打てるようにな
った。受講で覚えたこ
とを活かし，コールセ
ンターへ派遣登録。通
話内容をパソコンに入
力するのにパソコン講
座が役に立った。
週 3日以内で 16時
までの仕事に限定。
派遣のコールセンタ
ーで働いたが，スト
レスで家事に影響が
出たので，2カ月で
退職。現在はとても
楽なので，情報誌を
街で配布する仕事を
している。
仕事で成功したいとか
いう夢はない。自分磨
きも求めていない。仕
事は家事に支障がなく
ストレスのない仕事で，
自分のお小遣いが入れ
ばそれでいい。それよ
りも家族やことや，実
家の親の介護のことで
忙しい。
ナールである。このゼミナールをきっかけに「モチ
ベーションが上がった」という回答が多く，Bさん
とFさんはキャリアプランニングゼミナールが，
受講者との交流に役立ったと指摘している。特にB
さんは，キャリアプランニングゼミナールに参加し
て，「受講者を主婦にしておくには，能力を余して
いることに気づいた」と言う。そこに着目し，子育
て中の主婦を雇用して，オーガニックコスメの店を
始めて，成功している。
7）の就業に役立った科目については，仕事に就
いているCさん，Eさんは，パソコンが「仕事で
役に立っていない」と語っている。これは職場では
講座レベル以上のパソコンスキルが求められている
ためと推測できる。一方，パソコン受講が就業に役
に立ったと答えたIさん，Jさんは，受講前はほと
んどパソコンの知識がなかった。
Iさんに関しては，ボランティアやコミュニティ
ーカレッジでの発表でパワーポイントを使い，まっ
たくパソコンのキーを打てなかったJさんは，コ
ールセンターでの就業で通話記録の入力に「講座が
役に立った」と言う。Iさん，Jさんに共通するこ
とは，「事務職ではない」ことである。役に立って
いないCさん，Eさんは仕事内容が事務であり，
事務職に就いたGさんは，講座内容では不十分で，
レベルアップするために，別のパソコン講座にも参
加している。
8）の修了直後から現在の進路をみると，専業主
婦のAさん以外，全員，何らかの仕事に就いてい
る。Aさんは「いずれ仕事に就くことを希望して
いた。受講後，再チャレンジ支援講座の研修に申し
込んだが，抽選で落ちてしまった。その後のフォロ
ーがなく，どうしていいかわからず，就職活動はや
っていない」と言う。一方，講座修了後に仕事に就
いたCさん，Dさん，Gさん，Jさんは4人とも
パートタイム労働であり，フルタイム勤務に就くこ
とへの難しさを示す結果となった。
また，Dさんは再就職のためにファイナンシャ
ルプランナーの資格を取得し，複数の企業に応募し
たが，まったく採用されず，結局，家事代行業に就
職した。
EさんはTOEIC785点，中国語検定2級を取得
しているが，現在の仕事に就くまでの道のりは容易
ではなかった。Fさんは，講座受講後，国家資格で
ある社会福祉士の資格を取得し，福祉施設の求人に
何度も応募したが，まったく採用されなかったため，
現在は福祉関連の起業を考えている。
帰国子女であるGさんは英検1級と，中国語検
定2級を持ち，外国生活が長いので，語学を得意と
するが，書類選考で落とされてしまい，面接さえ通
ることが困難であった就職活動の経験がある。
以上のインタビュー協力者の「就業への再チャレ
ンジ」の経験から明らかのように，既婚女性が再度
就業するには，スキル面だけでは解決しない要素が
たくさんある。自信喪失や，自分との藤，夫の考
え方や家事の協力度，姑との関係や，実家の協力の
有無など自己の努力だけでは解決できない問題があ
る。このような状況に，キャリアプランニングゼミ
ナールのような，自己を見つめ直し，自信とモチベ
ーションを向上させていく，メンタル面での訓練を
目的とする講座は，既婚女性の再就職支援には不可
欠かつ有効であることがわかる。また，多くの受講
生がパソコン講座を選択したことでもわかるように，
パソコンスキルは就業に重要と考えていることがわ
かる。しかし，S女子大学の再チャレンジ講座では，
仕事に「まったく生かされていない」とCさんが
指摘するように，一般企業の事務職に対応できる水
準とはなっていないことがわかる。そのために，I
さんのように，講座のプログラムに組み込まれてい
る「派遣会社」のインターンシップに参加すること
も重要であるが，Aさんのように，インターンシ
ップから漏れてしまうケースもある。Aさんが言
うように「その後のフォローがなく，どうしていい
かわからず，就職活動はやっていない」という受講
生を出さないためにも，修了後のフォローは重要で
ある。
6.既婚女性への再就職支援事業の新たな
役割と課題
（1） 受講生の3つのタイプ
以上，10人のインタビュー結果を確認すると，
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受講するきっかけはさまざまだが，表5に示したよ
うに，受講目的は3つのタイプに分けられる。まず，
いずれ働くための準備として受講する「社会に出る
準備型」，すでに仕事を持っていて，就職活動の必
要はないが，気持ちの切り替えのためや，自分を変
えたいと思って受講する「自己啓発型」，再就職が
目的で，受講すれば仕事が見つかるという期待で受
講する「再就職期待型」である。
インタビュー協力者10人に共通することは，「家
計のために今すぐに働きたい」と希望する受講者は
いなかったことである。Aさんは「子どもたちの
教育費のため」と働きたい理由を回答しているが，
「いずれ」「パートでも」と述べているので，今すぐ
に働きたいわけではない。
「講座に参加することで考える時間が得られると
思った」と話すBさんは，メンタル的に充実する
ことを期待している。また，Dさんの「受講すれ
ば就業のきっかけになると思った」や，Gさんの
「行けば就職できそうな気がした」，「レールに乗っ
て就職できると思った」と回答している背景には
「受講＝就業斡旋」的な側面を期待しているように
も取れる。
このように，すべての受講者が，就職したいとい
う理由でS女子大学の再チャレンジ支援講座に来
ているとは限らない。よって，再就職支援講座とし
ての効果を高めるためには，受講者のニーズの多様
性に対応して，受講科目を工夫したり，柔軟に選択
できるようにすることが求められる。
（2） 今後の再就職支援事業の課題
最後に，本研究での「検証」の結果をふまえ，今
後の既婚女性の再就職支援事業に対して次の8項目
の提案を行いたい。
1） きめ細かく，個々の希望に合わせたカウンセ
リングを行う。「一般的な主婦で，『自分も努力
すれば，こうなれる』と思わせてくれる身近な
ロールモデルのキャリアカウンセラーを採用す
ることを希望」とインタビュー協力者が述べて
いたように，受講者のキャリアカウンセラーに
求めるニーズもそれぞれ異なっている。多様な
キャリアを持つカウンセラーのなかから，受講
者自身が柔軟に選択できる制度にすることや，
複数のキャリアカウンセラーからカウンセリン
グを受ける「セカンドオピニオン制」を取るこ
とで，いろいろな意見や考え方を聞き，効果を
上げることが期待できる。
2） 受講生のパソコンスキルを細かくチェックし
てレベルと目標に合ったクラス分けを実施する。
事務職を希望する者や，パソコンを使う仕事を
希望する受講生には，そのレベルに見合った講
座を用意し，受講者のニーズにあったクラス分
けが必要である。また，企業の求めるパソコン
スキルに到達するために，受講修了後のインタ
ーンシップは一部の受講生だけでなく，希望す
れば全員を受け入れてくれるシステムを確立す
る必要がある。
3） 社会の性別役割分業の規範や構造を学ぶ。夫
の性別役割分業意識や，それに基づく「女性」
の働き方への要求等にとらわれて，妻自身もそ
れに働き方を合わせている。継続就業を進める
には性別役割分業規範や意識そのものを変える
必要がある。また，「労働とジェンダー」に関
する科目を学ぶことも重要である。多くの受講
者がパート労働に就いている現状から，正しい
法律の基礎知識や低賃金の問題，同一価値労働
同一賃金原則などを知っておくことで，職場で
のトラブルや，仕事内容と賃金のミスマッチの
防止などが期待できる。
4） 子育て中の女性も受講できるように，受講者
全員が利用できる保育所の確保，または保育先
の紹介や優待制度などを設ける。
5） 既婚女性に利用しやすい奨学金制度を充実す
ること。受講者のインタビュー調査から，受講
料も一つのハードルとなっていたことが明らか
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表5 受講目的の3タイプ
社会に出る準備型 Aさん Fさん Jさん
自己啓発型 Bさん Eさん Hさん Iさん
再就職期待型 Cさん Dさん Gさん
となった。S女子大学の講座は「安かったから
受講できた」と言う者もいた。
再チャレンジ支援講座で「既婚女性」の再就職
支援のための奨学金を紹介している大学は見当
たらなかった。
6） 就業につながる企業とのパイプ作りを確立す
る。地元企業や，ベンチャー企業，外資系企業
など，講座や，受講生のプロフィールを外部に
アピールする機会や交流の場を設ける。
7） 受講時期を超えて，受講修了者が交流できる
機会を作り，働いている先輩受講者がロールモ
デルとなる交流会なども定期的に開催する。羽
田野（2007）はロールモデルについて，「本人か
ら直接話を聴けることで参加者にとってインパ
クトが強く，キャリアを考えるきっかけを作る
上でも，具体的な目標に向けたキャリアイメ
ージを描く上でも，有効な活用方法といえる」
と言うように，S女子大学の再チャレンジ講座
の受講者にも有効であると考えられる。
8） 女性の再チャレンジ支援講座の把握と，受講
者のニーズに関する分析の推進が求められる。
再就職の状況などの研究を行い，女性の再チャ
レンジ支援講座を行っている他大学と再就職の
効果や実情を情報交換できるよう，横のつなが
りを確立することが必要である。
以上，8つの提案および本研究において明らかと
なった「再就職支援講座」の受講者の声が生かされ
て，今後の既婚女性に対する，再就職支援事業が，
一層充実していくことを願っている。
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